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「
人
の
縁
に
感
謝
！
」

同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
。

　
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
日
本
開
催
は
今
回

で
７
回
目
、
首
脳
会
議
ほ
か
14
の
大

臣
会
合
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。

　
日
光
で
の
会
合
は
６
月
24
日（
土
）

〜
25
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
。
今
回

５
回
目
で
日
本
開
催
は
初
。
栃
木
県

で
の
政
府
主
催
の
国
際
会
議
も
初
め

て
と
な
る
。

　
東
武
鉄
道
の
根
津
社
長
が
７
年
前

に
誘
致
の
決
断
を
し
、
国
際
ホ
テ
ル

の
開
業
、
Ｓ
Ｌ
２
両
の
投
入
、
７
月

15
日
運
行
開
始
と
な
る
「
ス
ペ
ー
シ

ア
・
Ｘ
」
等
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
積
み
重
ね
て
来
た
７
年
間
の
成
果

と
言
え
る
。

（
２
）
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・

と
ち
ぎ
大
会
。

　
42
年
ぶ
り
と
な
る
第
77
回
の
国
体

と
初
開
催
の
第
22
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
成
功
の
う
ち
に
無
事

終
了
で
き
た
。
平
成
25
年
に
開
催
要

望
書
を
提
出
し
、
内
々
定
を
受
け
て

９
年
間
を
要
し
、
選
手
強
化
や
施
設

整
備
に
努
め
て
来
た
。

（
３
|
１
）
全
国
初
の
全
線
新
設
の

宇
都
宮
・
芳
賀
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
。

宇
都
宮
市
と
芳
賀
町
が
進
め
る
事
業

も
、
今
年
８
月
開
業
に
向
け
準
備
が

進
ん
で
い
る
。
渡
辺
文
雄
元
知
事
が

「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
」
導
入
を
宣
言

し
て
か
ら
紆
余
曲
折
を
経
て
3
0
年

目
で
の
実
現
と
な
る
。

（
３
|
２
）
県
営
処
分
場
「
エ
コ
グ

リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」
。

　
旧
馬
頭
町
北
沢
地
内
に
大
量
の
廃

棄
物
の
投
棄
が
判
明
し
、
そ
の
撤
去

の
た
め
公
的
処
分
場
の
設
置
を
町
か

ら
平
成
５
年
に
要
望
さ
れ
計
画
さ
れ

た
事
業
で
あ
る
。
30
年
を
経
て
本
年

９
月
に
処
分
場
が
稼
働
す
る
。

　◇
栃
木
県
誕
生
１
５
０
年

　
今
年
６
月
15
日
は
、
明
治
６
年
に

栃
木
県
と
宇
都
宮
県
が
合
併
し
、
栃

木
県
が
成
立
し
て
１
５
０
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。

　
県
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
や
国
内
外

へ
の
県
の
魅
力
発
信
を
推
進
し
、
若

者
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、
人
の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

活
力
あ
る
栃
木
を
未
来
へ
と
つ
な
い

で
参
り
ま
す
。

世界から選ばれる栃木へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　
電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
元
日
は
夫
が
３
年
ぶ
り
に
皇
居

で
の
「
新
年
祝
賀
の
儀
」
に
参
列

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
３
年
連
続
で
規
模

を
縮
小
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
昨
年

よ
り
出
席
者
を
増
や
し
た
こ
と
で

全
国
知
事
会
か
ら
３
人
指
名
さ
れ

単
身
で
の
参
列
と
な
っ
た
。

　
夫
は
何
事
に
も
手
を
抜
く
こ
と

な
く
全
力
投
球
で

や
っ
て
き
た
が
、

昨
年
の
夫
は
本
当

に
忙
し
か
っ
た
。

「
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
？
」
と
心
配
し

た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
休
む
こ
と
な

く
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
。
改
め

て
夫
の
タ
フ
さ
に

感
心
し
た
１
年
だ
っ
た
。

　
10
月
23
日
、
夫
と
２
人
で
男
体

山
に
登
っ
た
。
ガ
レ
場
の
難
所
を

考
え
る
と
不
安
も
あ
っ
た
が
、
意

外
と
体
が
軽
く
、
山
頂
に
着
い
た

時
に
は
ほ
っ
と
し
た
（
写
真
）
。

　
12
月
12
日
、夫
が
ピ
ン
ク
の
ブ
ー

ケ
の
花
束
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

慌
た
だ
し
く
し
て
い
て
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
た
が
、
41
回
目
の
結
婚

記
念
日
だ
っ
た
。
忙
し
い
中
で
の

夫
の
気
遣
い
が
嬉
し
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
夫
は
毎
朝
山
芋
の

す
り
お
ろ
し
を
お
茶
碗
１
杯
食
べ

て
い
る
。
体
に
良
い
か
ら
と
勧
め

ら
れ
て
24
年
続
け
て
い
る
。
発
酵

食
品
も
体
に
良
い
か
ら
と
納
豆
に

キ
ム
チ
を
入
れ
て
食
べ
て
い
る
。

豆
乳
に
10
種
類
の
野
菜
と
果
物
を

入
れ
た
ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
ん
で
い

る
。
他
に
も
体
に
良
い
と
勧
め
ら

れ
る
も
の
は
何
で
も
や
っ
て
い
る
。

お
陰
様
で
２
人
と
も
元
気
で
あ
る
。

　
我
が
家
は
現
在
、夫
と
私
と
ま
ー

君（
黒
パ
グ
・
４
歳
）

の
３
人（
？
）暮
し
。

「
優
し
い
優
（
ま
さ

る
）
の
ま
ー
君
」
、

娘
が
命
名
し
た
。

　
私
達
の
そ
ば
に
寄

り
添
っ
て
、
何
で
も

分
か
っ
て
い
る
よ
う

な
顔
を
し
て
私
達
を

見
て
い
る
ま
ー
君
は
、

大
切
な
家
族
の
一
員

で
あ
り
、
癒
し
の
存
在
で
あ
る
。

　
夫
の
両
親
は
平
日
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
日
曜
日
は

私
が
行
く
よ
う
に
し
て
、
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
こ
れ
ま

で
通
り
の
生
活
が
送
れ
て
い
る
。

　
新
年
早
々
『
一
陽
来
福
』
と
励

ま
さ
れ
た
。
冬
が
終
わ
り
春
が
来

る
こ
と
。
ま
た
、
悪
い
こ
と
が
続

い
た
後
で
幸
運
に
向
か
う
こ
と
。

皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
！

　
昨
年
は
、
10

月
に
「
い
ち
ご

一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
12
月

に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
を
訪
問
し
た
。

県
外
・
国
外
へ
の
本
県
の
魅
力
発
信

を
積
極
的
に
行
い
、
各
国
の
駐
日
大

使
も
福
田
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

今
年
６
月
に
は
日
光
市
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
に
伴
う
閣
僚
会
合
が
開
催
さ
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
令
和
５
年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
永
年
に
わ
た

り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
わ
り
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

◇
３
年
ぶ
り
の
海
外
訪
問

　
12
月
末
に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
を

訪
問
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
・
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
で
は
、

県
内
企
業
が
進
出
す
る
際
に
有
利
と

な
る
様
「
海
外
工
業
団
地
優
遇
措
置

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
首
相

府
で
は
、
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ
ン
首

相
と
会
談
し
、
県
産
い
ち
ご
の
輸
出

実
現
に
向
け
た
協
力
依
頼
に
全
面
的

支
援
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

　
計
画
投
資
省
で
は
、
副
大
臣
と
の

間
で
ベ
ト
ナ
ム
全
域
で
の
交
流
促
進

を
目
的
と
し
た
覚
書
締
結
に
向
け
協

議
開
始
の
確
認
を
し
た
。

　
タ
イ
で
は
、
政
府
観
光
庁
総
裁
と

「
観
光
交
流
促
進
に
係
る
趣
意
書
」

を
締
結
し
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
相
互
支
援
等
に
努
め
る
こ
と

を
確
認
。
加
え
て
、
両
国
に
お
い
て
、

現
地
政
府
、
公
的
機
関
、
民
間
企
業

等
の
要
人
を
招
待
し
た
「
魅
力
発
信

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
や
、
現
地
バ
イ
ヤ

ー
や
消
費
者
を
対
象
と
し
た
「
魅
力

発
信
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、
県
産

農
産
物
や
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
県
人
会
等
や
現
地
で
活
躍
す

る
方
々
と
情
報
交
換
を
し
、
関
係
強

化
を
図
っ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
最
大
手
の
Ｉ
Ｔ
企
業
Ｆ

Ｐ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
社
訪
問
で
は
、

会
長
か
ら
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）の
本
県
へ
の
新
拠

点
設
置
内
定
の
話
も
頂
い
た
。

　
今
回
の
縁
を
生
か
し
た
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
の
成
果
を
踏
ま
え
、
具
体
的

取
り
組
み
の
調
整
を
進
め
「
世
界
か

ら
選
ば
れ
る
栃
木
」
を
目
指
し
、
経

済
交
流
の
更
な
る
促
進
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
に
取
り
組
み
た
い
。

◇
７
年
・
９
年
・
30
年
・

　
１
５
０
年
を
経
て

（
１
）
Ｇ
７
栃
木
県
・
日
光
男
女
共

字
１
文
字
に
「
演
」
を
選
ん
だ
。

　
今
年
は
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」
が
コ
ロ
ナ

下
の
国
体
と
し
て
初
め
て
開
催
。

先
進
７
か
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
）の
男
女
共
同
参
画
・
女

性
活
躍
担
当
相
会
合
が
、
２
０
２

３
年
６
月
24
日
・
25
日
に
日
光
市

で
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

知
事
は「（
会
合
の
）誘
致
に
成
功

し
、
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会

を
県
民
総
参
加
で
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
人
ひ
と
り
の
県
民

が
目
的
達
成
の
た
め
、
自
分
の
立

場
を
『
演
』
じ
て
く
れ
た
」
と
理

由
を
説
明
し
た
。

　
福
田
知
事
は
12
月
26
日
の
定
例

会
見
で
、
２
０
２
２
年
を
表
す
漢

リビングとちぎ新春号の取材に応じる福田知事＝知事応接室（栃木リビング新聞社提供）

府
大
臣
ら
が
県
庁
を
訪
れ
、
福
田

知
事
に
勲
章
を
手
渡
し
た
。

　
同
勲
章
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な

ど
の
分
野
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
発
展

や
交
流
に
貢
献
し
た
人
に
、
大
統

領
か
ら
授
与
さ
れ
る
と
い
う
。
昨

夏
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
本
県
は
、
同
国
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
事
前
合
宿
の
受
け
入

れ
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り

組
み
、
友
好
の
懸
け
橋
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
グ
ヤ
ー
シ
ュ
首
相
府
大
臣
は
、

「
知
事
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
友
人
と

し
て
、
両
国
の
交
流
関
係
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
た
」
と
称
え
た
。

　
同
勲
章
を
受
け
取
っ
た
福
田
知

事
は
「
身
に
余
る
光
栄
。
県
民
を

代
表
し
て
頂
戴
し
た
も
の
。
今
後

も
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
絆
を
強
め
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
12
月
５
日
、

同
国
と
日
本
の
交
流
に
貢
献
し
た

と
し
て
福
田
知
事
に
「
ハ
ン
ガ
リ

ー
国
騎
士
十
字
功
労
勲
章
」
を
授

与
し
た
。

　
同
日
、
駐
日
大
使
ら
と
来
県
し

た
グ
ヤ
ー
シ
ュ
・
ゲ
ル
ゲ
イ
首
相

　
12
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
予
定

の
福
田
知
事
は
９
月
25
日
夜
、
同

国
の
グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク

国
家
主
席
と
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
会
談
し
た
。
現
地
で
行
う
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
へ
の
協
力
を
依
頼
し

た
ほ
か
、
本
県
の
魅
力
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
フ
ッ
ク
国
家
主
席

は
安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
出
席

に
伴
い
来
日
し
た
。
同
国
で
は
書

記
長
に
次
ぐ
事
実
上
の
ナ
ン
バ
ー

２
に
当
た
る
。
会
談
に
は
国
家
主

席
ら
11
人
が
出
席
し
た
。

　
来
年
は
日
越
外
交
関
係
樹
立
50

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
フ
ッ
ク

国
家
主
席
は
「
今
後
50
年
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
つ
く
り
た
い
。
農
業
、
観

光
、
製
造
業
、
人
材
育
成
分
野
に

つ
い
て
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
福
田
知
事
は
同
国
内
の
県
人
会

や
法
人
会
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

進
出
企
業
を
支
援
し
て
い
く
考
え

を
伝
え
た
。

収
束
が
見
え
な
い
中
、
後
援
会
行
事

は
す
べ
て
中
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

４
年
間
の
任
期
を
折
り
返
し
た
福
田

知
事
の
県
政
へ
の
取
り
組
み
や
日
々

の
出
来
事
な
ど
を
纏
め
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
知
事
に
功
労
勲
章

今
年
の
漢
字
は「
演（
え
ん
）」

「
大
使
館
訪
問
し
本
県
を
Ｐ
Ｒ
」

ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席
と
会
談

　
日
光
市
中
宮
祠
の
中
禅
寺
湖
畔

に
大
使
館
別
荘
を
構
え
る
ベ
ル
ギ

ー
の
ロ
ク
サ
ン
ヌ・
ド
ゥ・
ビ
ル
デ

ル
リ
ン
グ
駐
日
大
使
が
８
月
17
日
、

県
庁
を
訪
問
し
福
田
知
事
と
会
談
。

ビ
ル
デ
ル
リ
ン
グ
大
使
は
本
県
と

の
関
係
を
「
特
別
な
絆
で
結
ば
れ

て
い
る
」
と
語
り
「
大
使
館
別
荘

で
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
一
緒

に
計
画
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
投
資
や
貿
易
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
協
力
関
係

を
結
び
た
い
」
と
提
案
し
た
。

　
別
荘
は
２
０
１
８
年
に
初
公
開

さ
れ
、
12
日
間
で
１
万
人
以
上
が

来
場
し
た
。
福
田
知
事
は
「
周
辺

施
設
の
来
場
者
も
増
え
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
」
と
感
謝
し
、

２
０
２
３
年
の
建
築
95
周
年
に
合

わ
せ
「
ま
た
公
開
し
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と

述
べ
、
県
立
日
光
自
然
博
物
館
で

ベ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
展
示
会
を
開

く
こ
と
も
提
案
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
駐
日
大
使
が
表
敬
訪
問

グ
ヤ
ー
シ
ュ
・
ゲ
ル
ゲ
イ
首
相
府
大
臣

（
左
）か
ら
騎
士
十
字
功
労
勲
章
を
授
与

さ
れ
た
福
田
知
事
＝
５
日
午
後
、
県
庁

グエン・スアン・フック国家主席（右）
と会談する福田知事＝25日夜、東京都内

今
年
を
表
す
漢
字
と
し
て
「
演
」
を
掲

げ
る
福
田
知
事
＝
26
日
、
県
庁

福
田
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
ベ
ル
ギ
ー

の
ビ
ル
デ
ル
リ
ン
グ
駐
日
大
使
（
左
）

福田知事は10月29日、第22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」（障スポ）の開会式で、「一期一会、このとき
（瞬間）にしかない出会いを大切にし、素晴らしい大会になることを祈念する」と手話を交えて開会を宣言した。
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し
、
県
民
が
踊
り
や
歌
な
ど
の
華

麗
な
演
技
で
出
迎
え
た
。
福
田
知

事
は
手
話
を
交
え
て
「
一
期
一
会
、

こ
の
と
き
（
瞬
間
）
に
し
か
な
い

出
会
い
を
大
切
に
し
、
素
晴
ら
し

い
大
会
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す

る
」
と
開
会
を
宣
言
し
た
。

　
11
日
間
に
わ
た
り
全
35
競
技
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
会
が

11
日
幕
を
閉
じ
た
。
県
の
成
績
は

男
女
総
合
、
女
子
総
合
と
も
に
東

京
都
に
次
ぐ
２
位
だ
っ
た
。
福
田

知
事
は
「
３
年
ぶ
り
の
国
体
で
、

例
年
以
上
に
各
都
道
府
県
の
有
力

選
手
が
出
場
し
、
本
県
選
手
団
に

と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
戦
い
と
な

っ
た
。
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は

あ
る
が
、
約
１
千
人
の
栃
木
県
選

手
団
の
一
人
ひ
と
り
の
頑
張
り
に

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
８
波
抑
制
へ
協
力
要
請

◇
８
月
５
日
　
那
須
・
南
那
須
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
別
市
町
村
長
会
議
／
「
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
県
政
運
営
を
実
現
し
た
い
」
。

◇
８
月
８
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

真
岡
工
業
高
ウ
エ
ブ
開
催
／
帰
っ
て
き
た

く
な
る
ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。

◇
９
月
１
日
　
全
国
知
事
会
ウ
エ
ブ
会
議
／

コ
ロ
ナ
全
数
把
握
簡
略
化
、
全

国
一
律
実
施
の
時
期
明
示
を
。

◇
９
月
10
日
　
東
京
で
「
本
物
の

出
会
い
栃
木
〜
オ
ー
タ
ム
マ
ル

シ
ェ
」
／
栃
木
の
秋
、
観
光
・

グ
ル
メ
な
ど
Ｐ
Ｒ
。

◇
９
月
20
日
　
ヴ
ー
・
ホ
ン
・
ナ

ム
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
が
表
敬

訪
問
／
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
継

続
を
確
認
。

◇
９
月
23
日
　
国
体
に
係
る
イ
チ

ゴ
型
炬
火
台
等
披
露
式
／
「
世

界
に
誇
れ
る
も
の
が
で
き
て
嬉
し
く
思
う
」。

◇
９
月
25
日
　
古
峯
原
宮
通
り
千
渡
東
工
区

開
通
式
／
「
県
土
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

◇
10
月
１
日
〜
11
日
　
第
7
7
回
国
民
体
育

大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
開
催
。

◇
10
月
４
日
　
小
倉
将
信
男
女
共
同
参
画
・

女
性
活
躍
担
当
相
を
表
敬
訪
問
／
Ｇ
７
閣

僚
会
合
、「
満
足
度
の
高
い
会
合
に
な
る
よ

う
積
極
的
に
役
割
を
果
た
し
た
い
」。

◇
10
月
15
日
　
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
国

家
政
治
大
学
院
院
長
グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・

タ
ン
氏
ら
と
宇
都
宮
市
内
で
会
談
／「
ベ

ト
ナ
ム
と
の
交
流
促
進
引
き
続
き
支
援
を
」

◇
10
月
29
日
〜
31
日
　
第
22
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大

会
」
開
催
。

◇
10
月
28
日
　
国
土
交
通
省
を
訪
問
／
石
井

浩
郎
国
交
副
大
臣
に
県
内
道
路
な
ど
の
早

期
整
備
促
進
を
要
望
。

◇
11
月
４
日
　
大
阪
で
と
ち
ぎ
企
業
立
地
・

魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
／
本
県
の
魅
力
や
立

地
環
境
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
11
月
８
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

佐
野
日
大
短
大
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
11
月
22
日
　
東
京
栃
木
県
人
会
設
立
30
周

年
記
念
式
典
・
懇
親
会
／
「
魅
力
発
信
の

役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。

◇
12
月
９
日
　
宇
都
宮
市
の
オ
リ
オ
ン
通
り

周
辺
で
年
末
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

◇
12
月
20
日
〜
25
日
　
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
訪

問
／
と
ち
ぎ
の
魅
力
発
信
事
業
を
実
施
。

政
府
主
催
全
国
知
事
会
議

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
授
与

国
へ
の
要
望
11
項
目
を
決
定

関
東
地
方
知
事
会

ウィズコロナ時代へ
県
の
魅
力
実
力
国
内
外
へ
発
信

「
い
ち
ご
一会
と
ち
ぎ
国
体
」
・

「
い
ち
ご
一会
と
ち
ぎ
大
会
」開
催

ベ
ト
ナ
ム・タ
イ
を
訪
問
し
本
県
の
魅
力
発
信

東奔西走の日々東奔西走の日々
　
岸
田
文
雄
首
相
は
11
月
７
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
「
第
８
波
」
の
影
響

を
抑
制
す
る
た
め
都
道
府
県
に
協
力
を
要

請
し
た
。
官
邸
で
開
い
た
政
府
主
催
の
全

国
知
事
会
議
で
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

同
時
流
行
に
備
え
る
た
め
、
保
健
医
療
体

制
の
拡
充
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
が
必

要
だ
。
協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
知
事
会
長
の
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
は

急
激
な
感
染
拡
大
に
危
機
感
を
表
明
。
自

治
体
へ
の
財
政
支
援
な
ど
が
必
要
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　
首
相
は
会
議
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
強
化

す
る
た
め
今
国
会
に
感
染
症
法
改
正
案
を

提
出
し
て
い
る
と
説
明
。
病
床
確
保
の
後

押
し
の
た
め
に
自
治
体
に
配
っ
て
い
る
交

水
沼
尚
輝
選
手
　

太
田
彪
雅
選
手

　
第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
は
10
月
１

日
、
宇
都
宮
市
の
カ
ン
セ
キ
ス
タ

ジ
ア
ム
と
ち
ぎ
で
総
合
開
会
式
を

開
催
。
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
の
下
、
47
都
道
府
県
の
選
手

団
約
１
７
０
０
人
が
力
強
く
行
進

　
９
月
16
日
、
２
０
２
３
年
５
月
に
広
島

市
で
開
催
さ
れ
る
主
要
７
カ
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
に
伴
う
閣
僚
会
合
の

一
つ
、
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当

相
会
合
の
日
光
市
開
催
が
決
ま
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
２
０
２
３
年
は
栃
木
県

が
誕
生
し
て
１
５
０
年
。
節
目
の
年
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
」
と
強

調
。
会
合
を
機
に
、
男
女
の
格
差
是
正
の

動
き
が
広
が
る
こ
と
に
も
期
待
を
寄
せ
た
。

　
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相
会

合
が
日
光
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

県
は
９
月
30
日
、
総
合
政
策
部
内
に
同
会

合
推
進
室
を
設
置
し
た
。
推
進
室
で
は

受
け
入
れ
態
勢
整
備
の
支
援
や
県
民
の

機
運
醸
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
政
府
は
10
月
11
日
、
日
光
市
で
予
定
さ

れ
る
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相

会
合
に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年
６
月
24
、

25
日
に
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

　
県
や
日
光
市
、
関
係
団
体
な
ど
で
つ

く
る
推
進
協
議
会（
会
長・福
田
知
事
）が

11
月
15
日
、県
公
館
で
設
立
総
会
を
開
い

た
。通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
や
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
企
画
、栃
木
の
魅
力
発
信
事

業
に
取
り
組
む
。「
栃
木
の
魅
力
、実
力
を

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
。観
光
需
要
回

復
や
経
済
活
性
化
、国
際
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
育
成
な
ど
の
た
め
に
、オ
ー
ル

栃
木
体
制
で
取
り
組
む
」と
福
田
知
事
。
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|
|
|
|
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|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

ビ
ン
フ
ッ
ク
省
の
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
ラ
ン

書
記
兼
議
長
（
右
）
と
会
談
す
る
福
田
知
事

タ
イ
国
政
府
観
光
庁
で
ユ
ッ
タ
サ
ッ
ク
・
ス
パ
ソ
ー

ン
総
裁（
左
）と
趣
意
書
を
締
結
す
る
福
田
知
事

推
進
室
の
看
板
を
設
置
す
る
福
田
知
事
（
左
）

と
笹
川
室
長
＝
９
月
30
日
、
県
庁

付
金
は
、
支
給
要
件
を
緩
和
す
る
考
え
を

示
し
た
。

　
会
議
で
福
田
知
事
は
、
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）

対
策
へ
の
支
援
を
要
望
。
「
全
頭
殺
処
分

は
農
場
経
営
者
や
自
治
体
の
負
担
が
大
き

い
ほ
か
、
県
民
か
ら
の
苦
情
も
多
い
」
と

し
て
、
化
学
的
な
検
証
を
踏
ま
え
た
殺
処

分
の
対
象
範
囲
縮
小
を
求
め
た
。

　
本
県
で
は
７
月
、
那
須
烏
山
市
の
大
規

模
農
場
で
豚
熱
が
発
生
し
、
約
５
万
６
千

頭
を
全
頭
殺
処
分
し
て
い
る
。

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、

静
岡
県
、
長
野
県
の
10
都
県
で
構
成
す
る

関
東
地
方
知
事
会
議
が
10
月
26
日
、
静
岡

県
で
開
か
れ
国
へ
の
施
策
や
予
算
に
関
す

る
要
望
・
提
案
な
ど
11
項
目
を
決
め
た
。

　
福
田
知
事
は
新
生
児
の
「
先
天
性
代
謝

異
常
等
検
査
」
の
対
象
疾
患
の
拡
大
を
求

め
、
了
承
さ
れ
た
。
新
生
児
の
生
ま
れ
つ

き
の
代
謝
や
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
を
調
べ
る

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は
20
疾
患
が
対

象
。
県
は
、
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
と
脊

髄
性
筋
萎
縮
症
な
ど
の
希
少
難
治
性
疾
患

も
検
査
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
提

言
に
は
こ
の
ほ
か
、
地
方
分
権
改
革
の
推

進
や
今
冬
に
向
け
た
電
力
需
給
逼
迫
へ
の

対
応
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
東
京
都
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、

　
12
月
20
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
福
田

知
事
を
筆
頭
に
県
議
や
県
職
員
、
企
業
関

係
者
ら
で
つ
く
る
訪
問
団
は
ベ
ト
ナ
ム
・

タ
イ
を
訪
れ
「
と
ち
ぎ
の
魅
力
発
信
事

業
」
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
訪
問
の
目
的

の
一
つ
は
、
経
済
や
観
光
分
野
に
お
け
る

ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
と
の
交
流
強
化
で
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
首
相
府
、
計

画
投
資
省
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
、
第
３
タ
ン

ロ
ン
工
業
団
地
等
を
訪
問
。
特
に
、
２
０

２
１
年
11
月
に
栃
木
県
と
覚
書
を
締
結
し

た
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
で
は
、
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・

ト
ゥ
イ
・
ラ
ン
書
記
兼
議
長
を
は
じ
め
と

し
て
省
を
挙
げ
て
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。

　
新
た
に
「
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

ビ
ン
フ
ッ
ク
省
に
お
け
る
工
業
団
地
優
遇

措
置
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
す
る
と

と
も
に
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
に
設
置
さ
れ
て

い
る
第
３
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
内
に
は

「
栃
木
県
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」

の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
23
日
は
タ
イ
を
訪
問
。
タ
イ
国
政
府
観

光
庁
で
ユ
ッ
タ
サ
ッ
ク
・
ス
パ
ソ
ー
ン
総

裁
と
面
会
し
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
と
栃

木
県
の
「
観
光
交
流
促
進
に
係
る
趣
意
書
」

を
締
結
。
両
者
が
実
施
す
る
誘
客
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
相
互
支
援
や
、
相
互

の
旅
行
者
に
対
す
る
有
益
な
情
報
提
供
な

ど
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
総

裁
か
ら
は
「
双
方
向
の
交
流
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
24
日
は
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
商
業

施
設
で
本
県
の
食
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
と
ち
ぎ
和
牛
や
県
産
梨
の
に
っ

こ
り
、
イ
チ
ゴ
の
と
ち
あ
い
か
の
試
食
を

提
供
。
福
田
知
事
が
現
地
の
バ
イ
ヤ
ー
や

消
費
者
に
魅
力
を
直
接
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

一
連
の
外
遊
に
つ
い
て
福
田
知
事
は
「
魅

力
、
実
力
を
積
極
的
に
発
信
し
確
実
に
本

県
の
知
名
度
が
向
上
し
た
」
と
総
括
し
た
。

日
光
市
で
Ｇ
７
閣
僚
会
合
決
定

高
根
沢
町
宝
積
寺
の
県
民
ゴ
ル
フ
場
の
開
場
30
周
年

記
念
式
典
が
８
月
27
日
、
同
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
、

試
打
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
福
田
知
事

男
女
格
差
是
正
推
進
に
期
待

県
が
推
進
室
を
設
置

閣
僚
会
合
６
月
24・25
日

会
合
へ
推
進
協
設
立
総
会

大
き
な
拍
手
を
送
り
心
か
ら
称
え

た
い
」
と
選
手
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」

（
障
ス
ポ
）は
10
月
29
日
、
宇
都
宮

市
の
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
ち

ぎ
で
開
会
式
を
開
催
。
47
都
道
府

県
と
20
政
令
市
の
計
67
選
手
団
が

笑
顔
で
入
場
。
福
田
知
事
が
手
話

を
交
え
て
挨
拶
し
（
上
写
真
）
開

会
を
宣
言
。
秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
ご

臨
席
さ
れ
ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
選
手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
３
日
間
に
わ
た
る
国
内
最
大
の

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
31
日

幕
を
閉
じ
た
。
本
県
勢
は
金
メ
ダ

ル
62
、
銀
41
、
銅
41
の
合
計
１
４

４
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
福
田
知
事
は
「
大

会
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
有
形
無
形

の
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
継
承
し
、

誰
も
が
共
に
支
え
合
う
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
」
と
話
し
た
。

右２人目から左へ、川勝平太静岡県知事、長崎幸太郎山梨県
知事、福田富一栃木県知事、小池百合子東京都知事、黒岩祐
治神奈川県知事、大野元裕埼玉県知事、熊谷俊人千葉県知
事、阿部守一長野県知事、両端は茨城県、群馬県の知事代理
＝10月26日、静岡県日本平ホテルにて

福田知事から県スポーツ功労賞を授与
された水沼選手（左）＝20日午前、県庁

福田知事から県スポーツ功労賞を授与
された太田選手（左）＝16日午前、県庁

　
６
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
競
泳

の
世
界
選
手
権
で
、
男
子
１
０
０
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
で
日
本
勢
と
し
て
初
め
て
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
真
岡
市
出
身
の
水
沼
尚
輝

選
手
（
25
）＝
新
潟
医
療
福
祉
大
職
員
＝

が
９
月
20
日
、知
事
特
別
表
彰
の
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。
昨
年
９
月
に
続

き
２
回
目
。
水
沼
選
手
は
17
日
の
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
で
も
優
勝
し
「
栃

木
県
の
皆
さ
ん
の
応
援
の
力
が
今
回
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
感
謝
し
た
。
福
田

知
事
は
「
２
年
後
の
パ
リ
五
輪
で
も
大
い

に
活
躍
し
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
10
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た

柔
道
の
世
界
選
手
権
で
日
本
の
混
合
団
体

５
連
覇
に
貢
献
し
た
栃
木
市
出
身
の
太
田

彪
雅
選
手
（
25
）＝
旭
化
成
＝
が
12
月
16

日
、
知
事
特
別
表
彰
の
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
を
受
賞
し
た
。
福
田
知
事
は
「
パ
リ
五

輪
も
視
野
に
今
後
も
精
進
し
て
下
さ
い
」

と
激
励
し
た
。
同
大
会
で
太
田
選
手
は
け

が
に
よ
る
正
選
手
の
欠
場
を
受
け
て
代
替

出
場
し
、
決
勝
で
は
勝
ち
数
１
―
１
の
３

人
目
で
登
場
し
、
合
わ
せ
技
で
１
本
勝
ち

を
収
め
た
。
「
パ
リ
五
輪
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。
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し
、
県
民
が
踊
り
や
歌
な
ど
の
華

麗
な
演
技
で
出
迎
え
た
。
福
田
知

事
は
手
話
を
交
え
て
「
一
期
一
会
、

こ
の
と
き
（
瞬
間
）
に
し
か
な
い

出
会
い
を
大
切
に
し
、
素
晴
ら
し

い
大
会
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す

る
」
と
開
会
を
宣
言
し
た
。

　
11
日
間
に
わ
た
り
全
35
競
技
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
会
が

11
日
幕
を
閉
じ
た
。
県
の
成
績
は

男
女
総
合
、
女
子
総
合
と
も
に
東

京
都
に
次
ぐ
２
位
だ
っ
た
。
福
田

知
事
は
「
３
年
ぶ
り
の
国
体
で
、

例
年
以
上
に
各
都
道
府
県
の
有
力

選
手
が
出
場
し
、
本
県
選
手
団
に

と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
戦
い
と
な

っ
た
。
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は

あ
る
が
、
約
１
千
人
の
栃
木
県
選

手
団
の
一
人
ひ
と
り
の
頑
張
り
に

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
８
波
抑
制
へ
協
力
要
請

◇
８
月
５
日
　
那
須
・
南
那
須
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
別
市
町
村
長
会
議
／
「
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
県
政
運
営
を
実
現
し
た
い
」
。

◇
８
月
８
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

真
岡
工
業
高
ウ
エ
ブ
開
催
／
帰
っ
て
き
た

く
な
る
ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。

◇
９
月
１
日
　
全
国
知
事
会
ウ
エ
ブ
会
議
／

コ
ロ
ナ
全
数
把
握
簡
略
化
、
全

国
一
律
実
施
の
時
期
明
示
を
。

◇
９
月
10
日
　
東
京
で
「
本
物
の

出
会
い
栃
木
〜
オ
ー
タ
ム
マ
ル

シ
ェ
」
／
栃
木
の
秋
、
観
光
・

グ
ル
メ
な
ど
Ｐ
Ｒ
。

◇
９
月
20
日
　
ヴ
ー
・
ホ
ン
・
ナ

ム
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
が
表
敬

訪
問
／
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
継

続
を
確
認
。

◇
９
月
23
日
　
国
体
に
係
る
イ
チ

ゴ
型
炬
火
台
等
披
露
式
／
「
世

界
に
誇
れ
る
も
の
が
で
き
て
嬉
し
く
思
う
」。

◇
９
月
25
日
　
古
峯
原
宮
通
り
千
渡
東
工
区

開
通
式
／
「
県
土
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

◇
10
月
１
日
〜
11
日
　
第
7
7
回
国
民
体
育

大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
開
催
。

◇
10
月
４
日
　
小
倉
将
信
男
女
共
同
参
画
・

女
性
活
躍
担
当
相
を
表
敬
訪
問
／
Ｇ
７
閣

僚
会
合
、「
満
足
度
の
高
い
会
合
に
な
る
よ

う
積
極
的
に
役
割
を
果
た
し
た
い
」。

◇
10
月
15
日
　
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
国

家
政
治
大
学
院
院
長
グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・

タ
ン
氏
ら
と
宇
都
宮
市
内
で
会
談
／「
ベ

ト
ナ
ム
と
の
交
流
促
進
引
き
続
き
支
援
を
」

◇
10
月
29
日
〜
31
日
　
第
22
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大

会
」
開
催
。

◇
10
月
28
日
　
国
土
交
通
省
を
訪
問
／
石
井

浩
郎
国
交
副
大
臣
に
県
内
道
路
な
ど
の
早

期
整
備
促
進
を
要
望
。

◇
11
月
４
日
　
大
阪
で
と
ち
ぎ
企
業
立
地
・

魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
／
本
県
の
魅
力
や
立

地
環
境
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
11
月
８
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

佐
野
日
大
短
大
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◇
11
月
22
日
　
東
京
栃
木
県
人
会
設
立
30
周

年
記
念
式
典
・
懇
親
会
／
「
魅
力
発
信
の

役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。

◇
12
月
９
日
　
宇
都
宮
市
の
オ
リ
オ
ン
通
り

周
辺
で
年
末
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

◇
12
月
20
日
〜
25
日
　
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
訪

問
／
と
ち
ぎ
の
魅
力
発
信
事
業
を
実
施
。

政
府
主
催
全
国
知
事
会
議

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
授
与

国
へ
の
要
望
11
項
目
を
決
定

関
東
地
方
知
事
会

ウィズコロナ時代へ
県
の
魅
力
実
力
国
内
外
へ
発
信

「
い
ち
ご
一会
と
ち
ぎ
国
体
」
・

「
い
ち
ご
一会
と
ち
ぎ
大
会
」開
催

ベ
ト
ナ
ム・タ
イ
を
訪
問
し
本
県
の
魅
力
発
信

東奔西走の日々東奔西走の日々
　
岸
田
文
雄
首
相
は
11
月
７
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
「
第
８
波
」
の
影
響

を
抑
制
す
る
た
め
都
道
府
県
に
協
力
を
要

請
し
た
。
官
邸
で
開
い
た
政
府
主
催
の
全

国
知
事
会
議
で
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

同
時
流
行
に
備
え
る
た
め
、
保
健
医
療
体

制
の
拡
充
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
が
必

要
だ
。
協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
知
事
会
長
の
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
は

急
激
な
感
染
拡
大
に
危
機
感
を
表
明
。
自

治
体
へ
の
財
政
支
援
な
ど
が
必
要
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　
首
相
は
会
議
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
強
化

す
る
た
め
今
国
会
に
感
染
症
法
改
正
案
を

提
出
し
て
い
る
と
説
明
。
病
床
確
保
の
後

押
し
の
た
め
に
自
治
体
に
配
っ
て
い
る
交

水
沼
尚
輝
選
手
　

太
田
彪
雅
選
手

　
第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
は
10
月
１

日
、
宇
都
宮
市
の
カ
ン
セ
キ
ス
タ

ジ
ア
ム
と
ち
ぎ
で
総
合
開
会
式
を

開
催
。
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
の
下
、
47
都
道
府
県
の
選
手

団
約
１
７
０
０
人
が
力
強
く
行
進

　
９
月
16
日
、
２
０
２
３
年
５
月
に
広
島

市
で
開
催
さ
れ
る
主
要
７
カ
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
に
伴
う
閣
僚
会
合
の

一
つ
、
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当

相
会
合
の
日
光
市
開
催
が
決
ま
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
２
０
２
３
年
は
栃
木
県

が
誕
生
し
て
１
５
０
年
。
節
目
の
年
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
」
と
強

調
。
会
合
を
機
に
、
男
女
の
格
差
是
正
の

動
き
が
広
が
る
こ
と
に
も
期
待
を
寄
せ
た
。

　
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相
会

合
が
日
光
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

県
は
９
月
30
日
、
総
合
政
策
部
内
に
同
会

合
推
進
室
を
設
置
し
た
。
推
進
室
で
は

受
け
入
れ
態
勢
整
備
の
支
援
や
県
民
の

機
運
醸
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
政
府
は
10
月
11
日
、
日
光
市
で
予
定
さ

れ
る
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
相

会
合
に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年
６
月
24
、

25
日
に
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

　
県
や
日
光
市
、
関
係
団
体
な
ど
で
つ

く
る
推
進
協
議
会（
会
長・福
田
知
事
）が

11
月
15
日
、県
公
館
で
設
立
総
会
を
開
い

た
。通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
や
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
企
画
、栃
木
の
魅
力
発
信
事

業
に
取
り
組
む
。「
栃
木
の
魅
力
、実
力
を

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
。観
光
需
要
回

復
や
経
済
活
性
化
、国
際
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
育
成
な
ど
の
た
め
に
、オ
ー
ル

栃
木
体
制
で
取
り
組
む
」と
福
田
知
事
。
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|
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ビ
ン
フ
ッ
ク
省
の
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
ラ
ン

書
記
兼
議
長
（
右
）
と
会
談
す
る
福
田
知
事

タ
イ
国
政
府
観
光
庁
で
ユ
ッ
タ
サ
ッ
ク
・
ス
パ
ソ
ー

ン
総
裁（
左
）と
趣
意
書
を
締
結
す
る
福
田
知
事

推
進
室
の
看
板
を
設
置
す
る
福
田
知
事
（
左
）

と
笹
川
室
長
＝
９
月
30
日
、
県
庁

付
金
は
、
支
給
要
件
を
緩
和
す
る
考
え
を

示
し
た
。

　
会
議
で
福
田
知
事
は
、
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）

対
策
へ
の
支
援
を
要
望
。
「
全
頭
殺
処
分

は
農
場
経
営
者
や
自
治
体
の
負
担
が
大
き

い
ほ
か
、
県
民
か
ら
の
苦
情
も
多
い
」
と

し
て
、
化
学
的
な
検
証
を
踏
ま
え
た
殺
処

分
の
対
象
範
囲
縮
小
を
求
め
た
。

　
本
県
で
は
７
月
、
那
須
烏
山
市
の
大
規

模
農
場
で
豚
熱
が
発
生
し
、
約
５
万
６
千

頭
を
全
頭
殺
処
分
し
て
い
る
。

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、

静
岡
県
、
長
野
県
の
10
都
県
で
構
成
す
る

関
東
地
方
知
事
会
議
が
10
月
26
日
、
静
岡

県
で
開
か
れ
国
へ
の
施
策
や
予
算
に
関
す

る
要
望
・
提
案
な
ど
11
項
目
を
決
め
た
。

　
福
田
知
事
は
新
生
児
の
「
先
天
性
代
謝

異
常
等
検
査
」
の
対
象
疾
患
の
拡
大
を
求

め
、
了
承
さ
れ
た
。
新
生
児
の
生
ま
れ
つ

き
の
代
謝
や
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
を
調
べ
る

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は
20
疾
患
が
対

象
。
県
は
、
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
と
脊

髄
性
筋
萎
縮
症
な
ど
の
希
少
難
治
性
疾
患

も
検
査
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
提

言
に
は
こ
の
ほ
か
、
地
方
分
権
改
革
の
推

進
や
今
冬
に
向
け
た
電
力
需
給
逼
迫
へ
の

対
応
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
東
京
都
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、

　
12
月
20
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
福
田

知
事
を
筆
頭
に
県
議
や
県
職
員
、
企
業
関

係
者
ら
で
つ
く
る
訪
問
団
は
ベ
ト
ナ
ム
・

タ
イ
を
訪
れ
「
と
ち
ぎ
の
魅
力
発
信
事

業
」
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
訪
問
の
目
的

の
一
つ
は
、
経
済
や
観
光
分
野
に
お
け
る

ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
と
の
交
流
強
化
で
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
首
相
府
、
計

画
投
資
省
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
、
第
３
タ
ン

ロ
ン
工
業
団
地
等
を
訪
問
。
特
に
、
２
０

２
１
年
11
月
に
栃
木
県
と
覚
書
を
締
結
し

た
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
で
は
、
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・

ト
ゥ
イ
・
ラ
ン
書
記
兼
議
長
を
は
じ
め
と

し
て
省
を
挙
げ
て
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。

　
新
た
に
「
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

ビ
ン
フ
ッ
ク
省
に
お
け
る
工
業
団
地
優
遇

措
置
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
す
る
と

と
も
に
、
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
に
設
置
さ
れ
て

い
る
第
３
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
内
に
は

「
栃
木
県
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」

の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
23
日
は
タ
イ
を
訪
問
。
タ
イ
国
政
府
観

光
庁
で
ユ
ッ
タ
サ
ッ
ク
・
ス
パ
ソ
ー
ン
総

裁
と
面
会
し
、
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
と
栃

木
県
の
「
観
光
交
流
促
進
に
係
る
趣
意
書
」

を
締
結
。
両
者
が
実
施
す
る
誘
客
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
相
互
支
援
や
、
相
互

の
旅
行
者
に
対
す
る
有
益
な
情
報
提
供
な

ど
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
総

裁
か
ら
は
「
双
方
向
の
交
流
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
24
日
は
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
商
業

施
設
で
本
県
の
食
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
と
ち
ぎ
和
牛
や
県
産
梨
の
に
っ

こ
り
、
イ
チ
ゴ
の
と
ち
あ
い
か
の
試
食
を

提
供
。
福
田
知
事
が
現
地
の
バ
イ
ヤ
ー
や

消
費
者
に
魅
力
を
直
接
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

一
連
の
外
遊
に
つ
い
て
福
田
知
事
は
「
魅

力
、
実
力
を
積
極
的
に
発
信
し
確
実
に
本

県
の
知
名
度
が
向
上
し
た
」
と
総
括
し
た
。

日
光
市
で
Ｇ
７
閣
僚
会
合
決
定

高
根
沢
町
宝
積
寺
の
県
民
ゴ
ル
フ
場
の
開
場
30
周
年

記
念
式
典
が
８
月
27
日
、
同
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
、

試
打
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
福
田
知
事

男
女
格
差
是
正
推
進
に
期
待

県
が
推
進
室
を
設
置

閣
僚
会
合
６
月
24・25
日

会
合
へ
推
進
協
設
立
総
会

大
き
な
拍
手
を
送
り
心
か
ら
称
え

た
い
」
と
選
手
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」

（
障
ス
ポ
）は
10
月
29
日
、
宇
都
宮

市
の
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
ち

ぎ
で
開
会
式
を
開
催
。
47
都
道
府

県
と
20
政
令
市
の
計
67
選
手
団
が

笑
顔
で
入
場
。
福
田
知
事
が
手
話

を
交
え
て
挨
拶
し
（
上
写
真
）
開

会
を
宣
言
。
秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
ご

臨
席
さ
れ
ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
選
手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
３
日
間
に
わ
た
る
国
内
最
大
の

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
31
日

幕
を
閉
じ
た
。
本
県
勢
は
金
メ
ダ

ル
62
、
銀
41
、
銅
41
の
合
計
１
４

４
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
福
田
知
事
は
「
大

会
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
有
形
無
形

の
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
継
承
し
、

誰
も
が
共
に
支
え
合
う
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
」
と
話
し
た
。

右２人目から左へ、川勝平太静岡県知事、長崎幸太郎山梨県
知事、福田富一栃木県知事、小池百合子東京都知事、黒岩祐
治神奈川県知事、大野元裕埼玉県知事、熊谷俊人千葉県知
事、阿部守一長野県知事、両端は茨城県、群馬県の知事代理
＝10月26日、静岡県日本平ホテルにて

福田知事から県スポーツ功労賞を授与
された水沼選手（左）＝20日午前、県庁

福田知事から県スポーツ功労賞を授与
された太田選手（左）＝16日午前、県庁

　
６
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
競
泳

の
世
界
選
手
権
で
、
男
子
１
０
０
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
で
日
本
勢
と
し
て
初
め
て
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
真
岡
市
出
身
の
水
沼
尚
輝

選
手
（
25
）＝
新
潟
医
療
福
祉
大
職
員
＝

が
９
月
20
日
、知
事
特
別
表
彰
の
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。
昨
年
９
月
に
続

き
２
回
目
。
水
沼
選
手
は
17
日
の
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
で
も
優
勝
し
「
栃

木
県
の
皆
さ
ん
の
応
援
の
力
が
今
回
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
感
謝
し
た
。
福
田

知
事
は
「
２
年
後
の
パ
リ
五
輪
で
も
大
い

に
活
躍
し
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
10
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た

柔
道
の
世
界
選
手
権
で
日
本
の
混
合
団
体

５
連
覇
に
貢
献
し
た
栃
木
市
出
身
の
太
田

彪
雅
選
手
（
25
）＝
旭
化
成
＝
が
12
月
16

日
、
知
事
特
別
表
彰
の
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
を
受
賞
し
た
。
福
田
知
事
は
「
パ
リ
五

輪
も
視
野
に
今
後
も
精
進
し
て
下
さ
い
」

と
激
励
し
た
。
同
大
会
で
太
田
選
手
は
け

が
に
よ
る
正
選
手
の
欠
場
を
受
け
て
代
替

出
場
し
、
決
勝
で
は
勝
ち
数
１
―
１
の
３

人
目
で
登
場
し
、
合
わ
せ
技
で
１
本
勝
ち

を
収
め
た
。
「
パ
リ
五
輪
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。
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「
人
の
縁
に
感
謝
！
」

同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
。

　
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
日
本
開
催
は
今
回

で
７
回
目
、
首
脳
会
議
ほ
か
14
の
大

臣
会
合
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。

　
日
光
で
の
会
合
は
６
月
24
日（
土
）

〜
25
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
。
今
回

５
回
目
で
日
本
開
催
は
初
。
栃
木
県

で
の
政
府
主
催
の
国
際
会
議
も
初
め

て
と
な
る
。

　
東
武
鉄
道
の
根
津
社
長
が
７
年
前

に
誘
致
の
決
断
を
し
、
国
際
ホ
テ
ル

の
開
業
、
Ｓ
Ｌ
２
両
の
投
入
、
７
月

15
日
運
行
開
始
と
な
る
「
ス
ペ
ー
シ

ア
・
Ｘ
」
等
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
積
み
重
ね
て
来
た
７
年
間
の
成
果

と
言
え
る
。

（
２
）
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・

と
ち
ぎ
大
会
。

　
42
年
ぶ
り
と
な
る
第
77
回
の
国
体

と
初
開
催
の
第
22
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
成
功
の
う
ち
に
無
事

終
了
で
き
た
。
平
成
25
年
に
開
催
要

望
書
を
提
出
し
、
内
々
定
を
受
け
て

９
年
間
を
要
し
、
選
手
強
化
や
施
設

整
備
に
努
め
て
来
た
。

（
３
|
１
）
全
国
初
の
全
線
新
設
の

宇
都
宮
・
芳
賀
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
。

宇
都
宮
市
と
芳
賀
町
が
進
め
る
事
業

も
、
今
年
８
月
開
業
に
向
け
準
備
が

進
ん
で
い
る
。
渡
辺
文
雄
元
知
事
が

「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
」
導
入
を
宣
言

し
て
か
ら
紆
余
曲
折
を
経
て
3
0
年

目
で
の
実
現
と
な
る
。

（
３
|
２
）
県
営
処
分
場
「
エ
コ
グ

リ
ー
ン
と
ち
ぎ
」
。

　
旧
馬
頭
町
北
沢
地
内
に
大
量
の
廃

棄
物
の
投
棄
が
判
明
し
、
そ
の
撤
去

の
た
め
公
的
処
分
場
の
設
置
を
町
か

ら
平
成
５
年
に
要
望
さ
れ
計
画
さ
れ

た
事
業
で
あ
る
。
30
年
を
経
て
本
年

９
月
に
処
分
場
が
稼
働
す
る
。

　◇
栃
木
県
誕
生
１
５
０
年

　
今
年
６
月
15
日
は
、
明
治
６
年
に

栃
木
県
と
宇
都
宮
県
が
合
併
し
、
栃

木
県
が
成
立
し
て
１
５
０
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。

　
県
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
や
国
内
外

へ
の
県
の
魅
力
発
信
を
推
進
し
、
若

者
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、
人
の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

活
力
あ
る
栃
木
を
未
来
へ
と
つ
な
い

で
参
り
ま
す
。

世界から選ばれる栃木へ

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　
電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
元
日
は
夫
が
３
年
ぶ
り
に
皇
居

で
の
「
新
年
祝
賀
の
儀
」
に
参
列

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
３
年
連
続
で
規
模

を
縮
小
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
昨
年

よ
り
出
席
者
を
増
や
し
た
こ
と
で

全
国
知
事
会
か
ら
３
人
指
名
さ
れ

単
身
で
の
参
列
と
な
っ
た
。

　
夫
は
何
事
に
も
手
を
抜
く
こ
と

な
く
全
力
投
球
で

や
っ
て
き
た
が
、

昨
年
の
夫
は
本
当

に
忙
し
か
っ
た
。

「
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
？
」
と
心
配
し

た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
休
む
こ
と
な

く
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
。
改
め

て
夫
の
タ
フ
さ
に

感
心
し
た
１
年
だ
っ
た
。

　
10
月
23
日
、
夫
と
２
人
で
男
体

山
に
登
っ
た
。
ガ
レ
場
の
難
所
を

考
え
る
と
不
安
も
あ
っ
た
が
、
意

外
と
体
が
軽
く
、
山
頂
に
着
い
た

時
に
は
ほ
っ
と
し
た
（
写
真
）
。

　
12
月
12
日
、夫
が
ピ
ン
ク
の
ブ
ー

ケ
の
花
束
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

慌
た
だ
し
く
し
て
い
て
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
た
が
、
41
回
目
の
結
婚

記
念
日
だ
っ
た
。
忙
し
い
中
で
の

夫
の
気
遣
い
が
嬉
し
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
夫
は
毎
朝
山
芋
の

す
り
お
ろ
し
を
お
茶
碗
１
杯
食
べ

て
い
る
。
体
に
良
い
か
ら
と
勧
め

ら
れ
て
24
年
続
け
て
い
る
。
発
酵

食
品
も
体
に
良
い
か
ら
と
納
豆
に

キ
ム
チ
を
入
れ
て
食
べ
て
い
る
。

豆
乳
に
10
種
類
の
野
菜
と
果
物
を

入
れ
た
ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
ん
で
い

る
。
他
に
も
体
に
良
い
と
勧
め
ら

れ
る
も
の
は
何
で
も
や
っ
て
い
る
。

お
陰
様
で
２
人
と
も
元
気
で
あ
る
。

　
我
が
家
は
現
在
、夫
と
私
と
ま
ー

君（
黒
パ
グ
・
４
歳
）

の
３
人（
？
）暮
し
。

「
優
し
い
優
（
ま
さ

る
）
の
ま
ー
君
」
、

娘
が
命
名
し
た
。

　
私
達
の
そ
ば
に
寄

り
添
っ
て
、
何
で
も

分
か
っ
て
い
る
よ
う

な
顔
を
し
て
私
達
を

見
て
い
る
ま
ー
君
は
、

大
切
な
家
族
の
一
員

で
あ
り
、
癒
し
の
存
在
で
あ
る
。

　
夫
の
両
親
は
平
日
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
日
曜
日
は

私
が
行
く
よ
う
に
し
て
、
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
こ
れ
ま

で
通
り
の
生
活
が
送
れ
て
い
る
。

　
新
年
早
々
『
一
陽
来
福
』
と
励

ま
さ
れ
た
。
冬
が
終
わ
り
春
が
来

る
こ
と
。
ま
た
、
悪
い
こ
と
が
続

い
た
後
で
幸
運
に
向
か
う
こ
と
。

皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
！

　
昨
年
は
、
10

月
に
「
い
ち
ご

一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
12
月

に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
を
訪
問
し
た
。

県
外
・
国
外
へ
の
本
県
の
魅
力
発
信

を
積
極
的
に
行
い
、
各
国
の
駐
日
大

使
も
福
田
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

今
年
６
月
に
は
日
光
市
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
に
伴
う
閣
僚
会
合
が
開
催
さ
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
令
和
５
年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
永
年
に
わ
た

り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
わ
り
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

◇
３
年
ぶ
り
の
海
外
訪
問

　
12
月
末
に
は
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
を

訪
問
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
・
ビ
ン
フ
ッ
ク
省
で
は
、

県
内
企
業
が
進
出
す
る
際
に
有
利
と

な
る
様
「
海
外
工
業
団
地
優
遇
措
置

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
首
相

府
で
は
、
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ
ン
首

相
と
会
談
し
、
県
産
い
ち
ご
の
輸
出

実
現
に
向
け
た
協
力
依
頼
に
全
面
的

支
援
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

　
計
画
投
資
省
で
は
、
副
大
臣
と
の

間
で
ベ
ト
ナ
ム
全
域
で
の
交
流
促
進

を
目
的
と
し
た
覚
書
締
結
に
向
け
協

議
開
始
の
確
認
を
し
た
。

　
タ
イ
で
は
、
政
府
観
光
庁
総
裁
と

「
観
光
交
流
促
進
に
係
る
趣
意
書
」

を
締
結
し
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
相
互
支
援
等
に
努
め
る
こ
と

を
確
認
。
加
え
て
、
両
国
に
お
い
て
、

現
地
政
府
、
公
的
機
関
、
民
間
企
業

等
の
要
人
を
招
待
し
た
「
魅
力
発
信

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
や
、
現
地
バ
イ
ヤ

ー
や
消
費
者
を
対
象
と
し
た
「
魅
力

発
信
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、
県
産

農
産
物
や
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
県
人
会
等
や
現
地
で
活
躍
す

る
方
々
と
情
報
交
換
を
し
、
関
係
強

化
を
図
っ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
最
大
手
の
Ｉ
Ｔ
企
業
Ｆ

Ｐ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
社
訪
問
で
は
、

会
長
か
ら
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）の
本
県
へ
の
新
拠

点
設
置
内
定
の
話
も
頂
い
た
。

　
今
回
の
縁
を
生
か
し
た
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
の
成
果
を
踏
ま
え
、
具
体
的

取
り
組
み
の
調
整
を
進
め
「
世
界
か

ら
選
ば
れ
る
栃
木
」
を
目
指
し
、
経

済
交
流
の
更
な
る
促
進
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
に
取
り
組
み
た
い
。

◇
７
年
・
９
年
・
30
年
・

　
１
５
０
年
を
経
て

（
１
）
Ｇ
７
栃
木
県
・
日
光
男
女
共

字
１
文
字
に
「
演
」
を
選
ん
だ
。

　
今
年
は
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」
が
コ
ロ
ナ

下
の
国
体
と
し
て
初
め
て
開
催
。

先
進
７
か
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
）の
男
女
共
同
参
画
・
女

性
活
躍
担
当
相
会
合
が
、
２
０
２

３
年
６
月
24
日
・
25
日
に
日
光
市

で
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

知
事
は「（
会
合
の
）誘
致
に
成
功

し
、
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会

を
県
民
総
参
加
で
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
人
ひ
と
り
の
県
民

が
目
的
達
成
の
た
め
、
自
分
の
立

場
を
『
演
』
じ
て
く
れ
た
」
と
理

由
を
説
明
し
た
。

　
福
田
知
事
は
12
月
26
日
の
定
例

会
見
で
、
２
０
２
２
年
を
表
す
漢

リビングとちぎ新春号の取材に応じる福田知事＝知事応接室（栃木リビング新聞社提供）

府
大
臣
ら
が
県
庁
を
訪
れ
、
福
田

知
事
に
勲
章
を
手
渡
し
た
。

　
同
勲
章
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な

ど
の
分
野
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
発
展

や
交
流
に
貢
献
し
た
人
に
、
大
統

領
か
ら
授
与
さ
れ
る
と
い
う
。
昨

夏
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
本
県
は
、
同
国
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
事
前
合
宿
の
受
け
入

れ
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り

組
み
、
友
好
の
懸
け
橋
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
グ
ヤ
ー
シ
ュ
首
相
府
大
臣
は
、

「
知
事
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
友
人
と

し
て
、
両
国
の
交
流
関
係
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
た
」
と
称
え
た
。

　
同
勲
章
を
受
け
取
っ
た
福
田
知

事
は
「
身
に
余
る
光
栄
。
県
民
を

代
表
し
て
頂
戴
し
た
も
の
。
今
後

も
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
絆
を
強
め
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
12
月
５
日
、

同
国
と
日
本
の
交
流
に
貢
献
し
た

と
し
て
福
田
知
事
に
「
ハ
ン
ガ
リ

ー
国
騎
士
十
字
功
労
勲
章
」
を
授

与
し
た
。

　
同
日
、
駐
日
大
使
ら
と
来
県
し

た
グ
ヤ
ー
シ
ュ
・
ゲ
ル
ゲ
イ
首
相

　
12
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
予
定

の
福
田
知
事
は
９
月
25
日
夜
、
同

国
の
グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク

国
家
主
席
と
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
会
談
し
た
。
現
地
で
行
う
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
へ
の
協
力
を
依
頼
し

た
ほ
か
、
本
県
の
魅
力
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
フ
ッ
ク
国
家
主
席

は
安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
出
席

に
伴
い
来
日
し
た
。
同
国
で
は
書

記
長
に
次
ぐ
事
実
上
の
ナ
ン
バ
ー

２
に
当
た
る
。
会
談
に
は
国
家
主

席
ら
11
人
が
出
席
し
た
。

　
来
年
は
日
越
外
交
関
係
樹
立
50

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
フ
ッ
ク

国
家
主
席
は
「
今
後
50
年
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
つ
く
り
た
い
。
農
業
、
観

光
、
製
造
業
、
人
材
育
成
分
野
に

つ
い
て
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
福
田
知
事
は
同
国
内
の
県
人
会

や
法
人
会
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

進
出
企
業
を
支
援
し
て
い
く
考
え

を
伝
え
た
。

収
束
が
見
え
な
い
中
、
後
援
会
行
事

は
す
べ
て
中
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

４
年
間
の
任
期
を
折
り
返
し
た
福
田

知
事
の
県
政
へ
の
取
り
組
み
や
日
々

の
出
来
事
な
ど
を
纏
め
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
知
事
に
功
労
勲
章

今
年
の
漢
字
は「
演（
え
ん
）」

「
大
使
館
訪
問
し
本
県
を
Ｐ
Ｒ
」

ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席
と
会
談

　
日
光
市
中
宮
祠
の
中
禅
寺
湖
畔

に
大
使
館
別
荘
を
構
え
る
ベ
ル
ギ

ー
の
ロ
ク
サ
ン
ヌ・
ド
ゥ・
ビ
ル
デ

ル
リ
ン
グ
駐
日
大
使
が
８
月
17
日
、

県
庁
を
訪
問
し
福
田
知
事
と
会
談
。

ビ
ル
デ
ル
リ
ン
グ
大
使
は
本
県
と

の
関
係
を
「
特
別
な
絆
で
結
ば
れ

て
い
る
」
と
語
り
「
大
使
館
別
荘

で
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
一
緒

に
計
画
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
投
資
や
貿
易
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
協
力
関
係

を
結
び
た
い
」
と
提
案
し
た
。

　
別
荘
は
２
０
１
８
年
に
初
公
開

さ
れ
、
12
日
間
で
１
万
人
以
上
が

来
場
し
た
。
福
田
知
事
は
「
周
辺

施
設
の
来
場
者
も
増
え
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
」
と
感
謝
し
、

２
０
２
３
年
の
建
築
95
周
年
に
合

わ
せ
「
ま
た
公
開
し
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と

述
べ
、
県
立
日
光
自
然
博
物
館
で

ベ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
展
示
会
を
開

く
こ
と
も
提
案
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
駐
日
大
使
が
表
敬
訪
問

グ
ヤ
ー
シ
ュ
・
ゲ
ル
ゲ
イ
首
相
府
大
臣

（
左
）か
ら
騎
士
十
字
功
労
勲
章
を
授
与

さ
れ
た
福
田
知
事
＝
５
日
午
後
、
県
庁

グエン・スアン・フック国家主席（右）
と会談する福田知事＝25日夜、東京都内

今
年
を
表
す
漢
字
と
し
て
「
演
」
を
掲

げ
る
福
田
知
事
＝
26
日
、
県
庁

福
田
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
ベ
ル
ギ
ー

の
ビ
ル
デ
ル
リ
ン
グ
駐
日
大
使
（
左
）

福田知事は10月29日、第22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」（障スポ）の開会式で、「一期一会、このとき
（瞬間）にしかない出会いを大切にし、素晴らしい大会になることを祈念する」と手話を交えて開会を宣言した。


